
警 察 署 協 議 会 議 事 録

協議会名 令和５年第２回宮城県遠田警察署協議会

開催日時 令和５年 ６月 １９日（月） 午後 ３時 ３０分から

午後 ４時 ３０分まで

開催場所 遠田警察署 大会議室

１ 協議会委員～５名

・ 出席委員～渡邊郁男会長、小関文惠副会長、伊藤努委員、

飯渕克美委員、髙橋清子委員

出席者等 ・ 欠席委員～なし

２ 警察署側～９名

署長、次長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、交通

課長、警備課長代理、警務係長

別紙のとおり

議事概要

備 考

備考 所定の欄に記載することができないときは、別紙に記載の上、添付すること。



別紙

１ 報告事項等

⑴ 令和５年５月末現在の治安情勢について【署長】

ア 生活安全課

(ｱ) 特殊詐欺認知状況

・ 発生件数：０件（前年比－１件）

・ 対 策：発生時の包囲網の構築、管内タクシー業者３

社ドライブレコーダー提供に関する協定の締結

と迅速な通報要請

コンビニエンスストア、金融機関に対する注

意喚起

高齢者世帯への個別訪問と固定電話対策

年金支給日における声掛けの実施

入浴施設内でのデジタルサイネージを活用し

た防犯広報

(ｲ) 少年非行・補導状況

・ 刑法犯少年：２件（前年比 ＋２件）

（万引き、わいせつ物頒布等）

・ 触法少年 ：４件（前年比 ＋４件）

議事概要 （器物損壊、建造物侵入、脅迫）

・ 少年補導：２４件（前年比 ＋８件）

（深夜はいかい、暴走行為、粗暴行為、不健全娯楽、喫

煙等）

(ｳ) 人身安全関連事案

・ ストーカー事案： ３件（前年比 －６件）

措置：１件は暴力行為等処罰法違反として検挙、２件は

禁止命令

・ Ｄ Ｖ 事 案：１８件（前年比 ＋８件）

措置：１件を暴行罪で検挙、残りは全て口頭指導又は分

離措置

・ 児 童 虐 待：２０件（前年比＋１１件）

特徴：ＤＶの増加と児童虐待の増加に相関関係があり、

児童の面前でのＤＶ事案は心理的虐待として対応

措置：児童虐待は全て児童相談所に通告

・ 高 齢 者 虐 待：１３件（前年比 ＋６件）

措置：１件を傷害罪で検挙。ほかは口頭指導及び自治体

に通報



・ 障 害 者 虐 待： １件（前年比 ＋１件）

措置：口頭指導及び自治体に通報

(ｴ) 今後の対策

・ 関係機関と連携した実効性のある犯罪抑止対策と少年の

健全育成活動の推進

・ 人命に関わる人身安全関連事案については、現場検挙を

含め取りこぼしのない対処を推進

イ 刑事課

(ｱ) 発生状況

・ 刑法犯認知件数： ４１件（前年比－２８件）

うち、窃盗事件が２６件（全体比 ６３％）

特 徴：増加罪種は万引き１２件（＋７件）である。

減少罪種は侵入窃盗（空き巣、事務所荒し）

（前年比－１５件）、自転車盗（前年比－１０

件）である。

・ 検 挙 件 数： ２７件（前年比－１７件）

うち、窃盗事件が１４件（全体比 ５１％）

・ 県内：４４５７件（前年比＋７３７件）約２０％増加

(ｲ) 主要事件

・ 美里町内における窃盗（事務所荒し）事件

議事概要 ・ 美里町内における殺人未遂事件

・ 涌谷町内における窃盗（万引き）事件

そのほか、本年は窃盗（万引き、事務所荒し）、暴行、

強制わいせつ事件を検挙している。

ウ 交通課

(ｱ) 発生状況

・ 人身事故発生件数：１６件（前年比－５件）

・ 死者：０件、０名（前年比±０件、±０名）

・ 負傷者：重傷１名、軽傷２１名

（前年比重傷－４名、軽傷＋２名）

・ 特徴：国道１０８号では脇見、注意散漫による事故

県道・町道では、安全不確認、対向車線はみ出し

の正面衝突、歩行者への接触事故

・ その他：５月だけで飲酒運転者２人を逮捕している。

(ｲ) 今後の対策

・ 遠田地区の死亡事故永遠の「ゼロ」作戦

・ 悪質危険運転、交差点関連違反を中心とした交通指導取

締り



・ 交通関係機関・団体と連携した広報啓発活動

⑵ 令和５年春の交通安全県民総ぐるみ運動の実施結果について

【交通課長】

ア 運動期間

５月１１日（木）から５月２０日（土）までの１０日間

イ 運動重点

○ こどもを始めとする歩行者の安全の確保

○ 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上

○ 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

ウ 期間中の主な取組

○ 出発式の開催

５月１１日（木）美里町役場南郷庁舎駐車場及び涌谷公民

館駐車場において、それぞれ春の交通安全運動出発式を開催

し、町長や警察署長らが挨拶した後、パトカーや署員らが街

頭活動に出発した。

○ 街頭キャンペーン活動

国道１０８号の主要交差点でのキャンペーンをはじめ、無

事故でばら色人生作戦、飲酒運転根絶キャンペーン、横断歩

道は止まる作戦、自転車安全利用推進キャンペーン等多様な

街頭活動を実施した。

○ 交通安全教育の推進

涌谷自動車学校等において、高齢運転者及び若年運転者に

議事概要 対する交通安全講話や運転実技講習等の交通安全教育を行っ

た。

○ 電光掲示板を活用した交通安全広報

ＪＲ小牛田駅前に位置する事業所の協力を得て、電光掲示

板に「遠田警察署からのお知らせ」として、春の交通安全運

動の実施と安全運転を呼びかけるメッセージ動画を流して広

報した。

○ 飲酒運転の取締り強化

飲酒検問や警ら活動の強化により飲酒運転者を検挙した。

エ 期間中の管内の交通事故の発生状況

・ 人身事故発生件数：１件（前年比±０件）

・ 死者：０件、０名（前年比±０件、±０名）

・ 負傷者：重傷０名、軽傷２名

（前年比重傷±０名、軽傷＋１名）

⑶ 特殊詐欺被害防止対策の推進状況について【生活安全課長】

ア 令和５年５月末の特殊詐欺認知状況



(ｱ) 県内

認知件数 １３５件（前年比＋９件）

被害金額 ２億８，４７２万円（前年比＋９，６１６万円）

(ｲ) 当署

発生なし（前年比－１件）

イ 当署管内における主な対策

(ｱ) 官民一体となった被害防止対策の推進

○ 関係機関・団体との特殊詐欺被害防止会議の開催

○ タクシー事業者等に対する協力体制の構築

○ 駅、コンビニエンスストア、ＡＴＭ警戒の推進

○ 特殊詐欺認知時の初動体制の構築及び訓練の推進

(ｲ) 重点を絞った広報啓発の推進

○ 年金支給日などにおける「特殊詐欺被害防止キャンペー

ンの実施」

○ 幅広い世代に対する広報啓発活動の推進

○ 高齢者に対する防犯講話の実施

○ 子供や孫世代を対象とした職場や学校における防犯講話

等の推進

(ｳ) 金融機関・コンビニエンスストア等に対する水際対策の推進

議事概要 ○ 声かけ依頼やチラシ配布依頼、レジ前での注意喚起

○ 巡回連絡等による個別的な注意喚起と各種広報媒体を活

用した注意喚起

○ 防災無線、セキュリティメール、広報紙、ＣＲ名刺等の

活用

(ｴ) 固定電話対策の推進

○ 特殊詐欺撃退装置の積極的な貸出しと迷惑電話防止機能

付き電話等に関する広報啓発の推進

○ 別件相談で被害リスクの高い高齢者への働き掛け

ウ 補助金事業について

６月１日から、通話内容を録音する旨のメッセージが流れる

特殊詐欺電話撃退装置補助金制度が開始した。

上限７０００円で、購入費用の二分の一までを補助する。

地域課と連携を図り地域住民に対する広報啓発を推進する。

２ 質疑応答

⑴ 委員

美里町の殺人未遂事件の概要について教えてほしい。

【警務課長】

５月５日、７５歳男性が５７歳男性の頭部を鎌で切りつけた殺人



未遂事件である。

今後も、同種凶悪事件については適切かつ迅速な対応に努めたい。

【署長】

その後の捜査の結果、傷害事件として起訴されている。

⑵ 委員

会社事務所の防犯対策について教えてほしい。

【生活安全課長】

防犯カメラの設置と機械警備の導入のほか、社員間の情報共有に

よる防犯体制の構築が効果的である。

そのほか、植栽の伐採による視認性の確保や地域安全等記載のの

ぼり旗の設置など、犯罪の起きにくい環境を作ることも重要である。

【署長】

会社事務所の出入口等の鍵を使い回したり、郵便受け等に入れた

ままにしないことも重要である。

⑶ 委員

児童虐待の特徴を教えてほしい。

【生活安全課長】

いずれも家庭内で発生しているものであり、内訳は身体的虐待が

２件、心理的虐待１８件である。

子供たちの目の前での夫婦げんかは心理的虐待を受けたものとし

て対応しており、心理的虐待の全てが夫婦げんかの通報で認知して

いる。

したがって、ＤＶ事案の増加に伴い児童虐待も増加している現状

である。

心理的虐待は、後々子供の内面に関わってくるので児童相談所に

通告し、児童相談所の職員が家庭の調整を図っている。

⑷ 委員

面前ＤＶ事案については、保護者にほとんど周知されていない

ので、保育園を経営するにあたり情報共有していきたい。

⑸ 委員

虐待事案を認知した場合の対応について教えてほしい。

【生活安全課長】

警察では、学校、自治体と連携を図っているので、虐待事案を認

知した場合は、警察に通報してもよいし、学校、自治体でもよい。

また、虐待の疑いがあるのであれば、直接面接して確認する必要

があるので、疑いだけで通報してもかまわないし、１８９ダイヤル

に電話でもかまわない。

⑹ 委員



飲酒運転の取締りは、定期的に実施しているのか。

また、検挙された者への指導や酒を提供した店への指導はどの

ようにしているのか。

【交通課長】

飲酒運転の取締りは、定期的に実施しているものとランダムに実

施しているものがある。

また、検挙された者へは、刑事罰に加え、免許の取り消し等の行

政的措置も行われるほか、アルコール依存症と認められる場合は、

本人・家族へ治療を促している。

飲酒運転に関連して酒類提供罪という罰則があるので、飲酒運転

者へ酒類を提供した飲食店に対しても捜査をするこ ととなるほ

か、平素から、酒類を提供する飲食店に対しては交通手 段の確認

等飲酒運転根絶に向けた働きかけを行っている。

３ 遠田警察署からのお知らせについて

⑴ 南郷駐在所の新設について

二郷駐在所、大柳駐在所が合併し、南郷駐在所が新設される予

定である。

時期は、来年度、場所は、南郷の役場の一角を借り受ける予定

である。

⑵ オープンポリスin遠田の開催について

７月８日午前１０時から午後０時まで、場所は当警察署内にお

いて、実施予定である。

令和２年以降、コロナで中止しているが、本年から再開予定。

地域での広報をお願いしたい。


